
RC造

付着割裂破壊
耐力壁 検討を省略；OK

柱 引張鉄筋比；小

塑性変形性能
耐力壁 壁板の周辺に側柱を設ける 低下

柱 作用する軸方向圧縮力が大きい 低下

終局耐力

圧縮側→応力；大　
破壊を始める

Mu=T×j=at・σy・j j＝0.9d

降伏ヒンジ部；圧縮側
十分な靭性の確保

横補強筋；間隔密 主筋座屈防止

床スラブ

８㎝以上かつ
短辺有効スパンの１/40以上

鉄筋量
0.2％以上

0.４％以上 ひび割れ制御

耐震壁

壁厚120㎜以上かつ 壁板の内法高さの１/30以上

壁筋
D10以上

耐震壁；壁厚200㎜以上 複筋配置

せん断補強筋比 0.25％以上 直交する各方向に対し

はりの断面算定

終局せん断強度→大あばら筋の量；増　○

曲げ降伏→靭性；高める

コン圧縮強度に対する 
大梁せん断応力の比　小

鉄筋の材料強度→大

あばら筋量→増

梁幅→大きく

せん断補強筋比（あばら筋比）0.2％以上直交する各方向に対し

必要定着長さ
主筋強度が高い→長くなる

コンクリート強度が高い→短い

柱の断面算定

鉄筋量
コンクリート
全断面積の0.８％以上

幅高比　１/15以上

せん断補強筋比（帯筋比）0.2％以上

靭性；大
軸方向応力度の比→小さく柱の配置、断面形状→計画

帯筋；増
せん断補強＋コンクリートの拘
束＋主筋の座屈防止

曲げひび割れ柱頭、柱脚

R4
12

鉄筋コンクリート構造に関する次の記述のうち、最も不適当な
ものはどれか。

1 ．曲げ降伏する梁部材の靱性を高めるために、梁せい及び
引張側の鉄筋量を変えることなく、梁幅を大きくした。 曲げ、靭性
2 ．梁部材のクリープによるたわみを減らすために、引張側
の鉄筋量を変えることなく、圧縮側の 鉄筋量を減らした。

❌

クリープ
3 ．耐力壁は、一般に、付着割裂破壊が発生しにくいことか
ら、付着割裂破壊の検討を省略した。 付着割裂破壊
4 ．下階の柱抜けによりフィーレンディール架構が形成され
るので、剛床仮定を設けず、上下弦材となる梁では軸方向力を
考慮した断面算定を行った。

R3
11

鉄筋コンクリート構造に関する次の記述のうち、最も不
適当なものはどれか。

1 ．柱部材は、同じ断面の場合、一般に、内法高さが小
さいほど、せん断耐力が大きくなり、靱性は低下する。 靭性
2 ．コンクリートは圧縮力に強く引張力に弱いので、一
般に、同じ断面の柱の場合、大きな軸方向圧縮力を受け
るもののほうが靱性は高い。

❌

靱性
3 ．耐力壁の壁筋の間隔を小さくすると、一般に、耐
力壁のひび割れの進展を抑制できる。 ひび割れ；抑制

4 ．柱梁接合部のせん断終局耐力は、一般に、柱梁接合部
のコンクリートの圧縮強度が大きくなると増大する。

柱梁接合部

せん断終局耐力

R2
14

鉄筋コンクリート構造に関する次の記述のうち、最も不適
当なものはどれか。

2 ．梁は、貫通孔を設けることにより、一般に、せん断
耐力が小さくなる。 貫通孔

3 ．柱梁接合部は、取り付く梁の主筋量が多くなるほ
ど、一般に、せん断耐力が大きくなる。

柱梁接合部

せん断耐力
4 ．耐力壁は、壁板の周辺に側柱を設けることによ
り、一般に、塑性変形性能が向上する

❌

塑性変形性能
1 ．柱は、作用する軸方向圧縮力が大きいほど、一般に、
塑性変形性能が低下する。 塑性変形性能

R1
11

鉄筋コンクリート構造の設計に関する次の記述のう
ち、最も不適当なものはどれか。

1 ．耐力壁は、一般に、付着割裂破壊が発生しにくいこ
とから、付着割裂破壊の検討を省略した。 付着割裂破壊
2 ．柱の付着割裂破壊を防止するために、柱の引張鉄筋
比を大きくした。

❌

付着割裂破壊
3 ．柱のせん断圧縮破壊を防止するために、コンクリート
の設計基準強度を高くすることにより、コンクリートの圧
縮強度に対する柱の軸方向応力度の比を小さくした。 せん断圧縮破壊
4 ．柱梁接合部内に、帯筋比が 0.3 ％以上となるように帯
筋を配筋した。 帯筋比

R1
12

鉄筋コンクリート構造の梁に関する次の記述のうち、最も不適当なものはど
れか。

1 ．最小あばら筋比は、曲げひび割れの発生に伴う
急激な剛性の低下を防ぐために規定されている。

❌

最小あばら筋比
2 ．あばら筋の長期許容応力度は、SD295Aか
らSD345 に変更しても、大きくはならない。 あばら筋
3 ．主筋のコンクリートに対する許容付着応力度
は、下端筋より上端筋のほうが小さい。 許容付着応力度
4 ．圧縮側の主筋は、長期荷重によるクリープた
わみを抑制する効果がある。 クリープたわみ

H30
11

鉄筋コンクリート構造に関する次の記述のうち、最
も不適当なものはどれか。

1．地震時に水平力を受けるラーメン架構の柱の曲げひ
び割れは、一般に、柱頭及び柱脚に発生しやすい。 柱の曲げひび割れ
2．柱の軸方向の圧縮耐力は、一般に、帯筋によるコ
ンクリートの拘束の度合いが大きいほど大きくなり、
最大耐力以降の耐力低下の度合いも緩やかになる。 帯筋
3．柱は、一般に、同じ断面の場合、内法高さが小さ
いほど、せん断耐力が大きくなることから、塑性変形
能力は向上する。

❌

せん断耐力
4．柱梁接合部のせん断耐力は、一般に、柱に取り付
く梁の幅を大きくすると大きくなる。 せん断耐力

H29
12

鉄筋コンクリート構造に関する次の記述のうち、
最も不適当なものはどれか。 

１．梁のせん断強度を大きくするために、あばら筋
量を増やした。 せん断
２．曲げ降伏する梁の靱性を高めるために、コンクリ
ートの設計基準強度に対するせん 断応力度の比を大き
くした。

❌

曲げ、靭性
３．柱のせん断強度を大きくするために、設計基準強
度がより高いコンクリートを採用 した。 せん断
４．曲げ降伏する両側柱付き耐力壁の靱性を高めるた
めに、側柱の帯筋量を増やした。 靭性

H28
11

鉄筋コンクリート構造に関する次の記述のうち、最も
不適当なものはどれか。

１．曲げ降伏する梁部材の靱性を高めるために、梁せい及
び引張側の鉄筋量を変えることなく、梁幅を大きくした。 靭性
２．柱部材の靱性を高めるために、コンクリートの圧縮
強度に対する柱の軸方向応力度の比が小さくなるよう
に、柱の配置や断面形状を計画した。 靭性
３．梁部材のクリープによるたわみを減らすために、引
張側の鉄筋量を変えることなく、圧縮側の鉄筋量を減ら
した。

❌

クリープ
４．曲げ降伏する柱部材の曲げ降伏後のせん断破壊を防止
するために、曲げ強度に対す るせん断強度の比を大きく
した。 せん断

H27
12

鉄筋コンクリート構造の配筋に関する次の記述のう
ち、最も不適当なものはどれか。

１．大梁主筋の柱への必要定着長さは、大梁主筋
の強度が高いほど短くなる。

❌

必要定着長さ
２．大梁主筋の柱への必要定着長さは、柱のコン
クリート強度が高いほど短くなる。 必要定着長さ
３．鉄筋のかぶり厚さの最小値は、主筋の応力伝達
のためだけではなく、鉄筋コンクリート部材の耐久
性・耐火性を考慮して定められている。 かぶり厚さ

４．柱の帯筋の端部は、135度フックを設ける代わ
りに、必要溶接長さを満たせば帯筋相互を片面溶接
とすることができる。 帯筋

H26
11

鉄筋コンクリート構造の部材の強度に関する次の記述の
うち、最も不適当なものはどれか。 終局せん断耐力

圧縮強度

大

１．柱の終局せん断耐力を増すために、コンクリートの
圧縮強度を大きくした。 柱
２．大梁の終局曲げ耐力を増すために、コンクリートの
圧縮強度を大きくした。

❌

大梁

４．柱梁接合部の終局せん断耐力を増すために、コンク
リートの圧縮強度を大きくした。 柱梁接合部
３．耐力壁の終局せん断耐力を増すために、コンクリー
トの圧縮強度を大きくした。 耐力壁

H25
12

鉄筋コンクリート構造に関する次の記述のうち、最も不適
当なものはどれか。 

１．主筋の継手部で付着力伝達が十分に行えるようにする
ため、重ね継手の長さは、所定の数値以下となるようにす
る。

❌

付着力伝達
２．コンクリートの付着割裂破壊を抑制するため、鉄筋に
対するコンクリートのかぶり厚さは、所定の数値以上とな
るようにする。 付着割裂破壊
３．柱の主筋の座屈を抑制するため、帯筋の間隔は、所定
の数値以下となるようにする。 座屈
４．耐力壁のひび割れの進展を抑制するため、壁筋の間隔
は、所定の数値以下となるようにする。 ひび割れ

R5
12

鉄筋コンクリート構造の鉄筋の定着に関する次の記述のうち、
最も不適当なものはどれか。

1 ．梁主筋の柱への必要定着長さは、柱のコンクリートの設
計基準強度が高いほど短くなる。

2 ．引張鉄筋の必要定着長さは、フックの折曲げ角度を 90 
度とする場合に比べて、180 度とする場合のほうが短い。

❌

3 ．引張鉄筋の必要定着長さは、横補強筋で拘束されていな
い部分に定着する場合に比べて、横補強筋で拘束されたコア内
に定着する場合のほうが短い。

4 ．最上階以外の梁で、上端筋と下端筋を柱内で連続させて
Ｕ字形の折曲げ定着とする場合、その定着長さの取り方は折曲
げ角度 90 度のフックを準用してもよい。

類似

類似


